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早
い
も
の
で
九
月
。
日
中
は
暑
く
て
も

朝
晩
は
冷
え
込
む
日
も
出
て
き
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー

社
寺
・
城
郭
・
尾
張
藩
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
る
今
年
か
ら
の
か
わ
ら
版
。
今

月
は
織
田
家
城
郭
史
で
す
。

★
尾
張
の
中
心
、
清
洲
城

   

清
洲
城
は
一
四
〇
五
年
、
尾
張
守
護
の

管
領
斯
波
義
重
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し

た
。

   

清
洲
は
尾
張
国
の
中
央
部
に
位
置
し
、

鎌
倉
街
道
、
美
濃
街
道
、
伊
勢
街
道
が
合

流
し
、
中
山
道
に
も
繋
が
る
交
通
の
要
衝

で
す
。

   

清
洲
城
は
当
初
、
尾
張
守
護
所
下
津
城

の
別
郭
で
し
た
。
一
四
七
六
年
、
守
護
代

織
田
家
の
内
紛
に
伴
う
戦
で
下
津
城
が
焼

失
。
一
四
七
八
年
、
守
護
所
は
清
洲
城
に

移
り
ま
し
た
。

   

尾
張
下
四
郡
を
支
配
す
る
守
護
代
清
洲

織
田
氏
（
大
和
守
家
）
の
本
拠
で
し
た
が
、

や
が
て
そ
の
重
臣
の
立
場
か
ら
頭
角
を
現

し
た
織
田
弾
正
忠
家
の
当
主
織
田
信
秀
が

居
城
し
ま
す
。

   

信
秀
が
清
洲
城
か
ら
那
古
野
城
に
拠
点

を
移
す
と
、
守
護
代
織
田
信
友
が
入
城
。

一
五
五
五
年
、
信
友
は
信
秀
の
嫡
男
信
長

と
結
ん
だ
織
田
信
光
に
よ
っ
て
討
た
れ
、

信
長
が
清
洲
城
に
入
り
ま
し
た
。

   

一
五
六
二
年
、
信
長
と
徳
川
家
康
が
清

洲
城
で
同
盟
を
締
結
。
清
洲
同
盟
で
東
側

へ
の
懸
念
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一

五
六
三
年
、
信
長
は
美
濃
国
斎
藤
氏
と
の

戦
に
備
え
て
小
牧
山
城
に
移
動
。

   
一
五
八
二
年
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
が

討
た
れ
る
と
、
清
洲
城
で
清
洲
会
議
が
行

わ
れ
、
城
は
次
男
織
田
信
雄
が
相
続
。

   

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
後
、
信

雄
は
国
替
え
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め

に
改
易
さ
れ
、
清
洲
城
は
豊
臣
秀
次
が
治

め
た
後
、
一
五
九
五
年
に
福
島
正
則
の
居

城
と
な
り
ま
す
。

   

一
六
〇
〇
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
東

軍
の
後
方
拠
点
と
な
り
、
安
芸
に
転
封
さ

れ
た
福
島
正
則
に
代
わ
り
、
徳
川
家
康
の

四
男
松
平
忠
吉
が
入
城
。
忠
吉
は
早
逝
し
、

一
六
〇
七
年
、
代
わ
っ
て
家
康
九
男
の
徳

川
義
直
が
入
城
。

   

一
六
〇
九
年
、
家
康
に
よ
っ
て
清
洲
か
ら

名
古
屋
へ
の
遷
府
が
命
じ
ら
れ
、
一
六
一
〇

年
か
ら
城
下
町
の
移
転
開
始
。
い
わ
ゆ
る
清

洲
越
し
で
す
。
清
洲
城
は
解
体
さ
れ
、
名
古

屋
城
築
城
の
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
城
御
深
井
丸
西
北
隅
櫓
は
清
洲
城
天

守
の
資
材
を
転
用
し
て
作
ら
れ
た
た
め
、
清

洲
櫓
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   

名
古
屋
城
完
成
と
清
洲
越
し
の
完
了
に

伴
い
、
清
洲
城
の
歴
史
は
終
わ
り
ま
し
た
。

★
東
方
へ
の
備
え
、
古
渡
城
・
末
森
城
・

守
山
城

   

古
渡
城
は
一
五
三
四
年
に
織
田
信
秀
が

築
い
た
平
城
で
す
。
東
南
方
面
の
敵
対
勢

力
で
あ
る
今
川
氏
や
松
平
氏
に
備
え
る
た

め
で
す
。

   

当
時
、
信
秀
は
今
川
氏
豊
か
ら
奪
っ
た

那
古
野
城
に
居
城
し
て
い
ま
し
た
が
、
古

渡
城
に
移
っ
た
後
は
那
古
野
城
を
嫡
男
信

長
に
譲
り
ま
し
た
。

   

一
五
四
八
年
、
美
濃
に
侵
攻
し
た
信
秀

の
留
守
を
狙
い
、
清
洲
の
守
護
代
織
田
信

友
が
古
渡
城
を
攻
撃
。
落
城
は
免
れ
た
も

の
の
、
城
下
町
は
焼
失
。

   

同
年
、
信
秀
は
末
森
城
を
築
い
て
移
っ

た
た
め
、
古
渡
城
は
わ
ず
か
十
四
年
で
廃

城
と
な
り
ま
す
。

   

末
森
城
は
一
五
四
八
年
、
東
山
丘
陵
の

端
に
織
田
信
秀
が
築
城
。
縁
起
を
担
い
で

末
盛
城
と
も
書
か
れ
ま
し
た
。
末
森
城
も

今
川
氏
や
松
平
氏
の
侵
攻
に
備
え
た
城
で

あ
り
、
実
弟
織
田
信
光
の
守
山
城
と
合
わ

せ
て
東
方
防
御
線
を
構
成
し
ま
し
た
。

   

標
高
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
丘
に
建
つ
平

山
城
で
す
。
地
形
を
利
用
し
て
斜
面
の
中

腹
に
幅
広
の
空
堀
を
備
え
、
内
堀
北
の
虎

口
に
は
三
日
月
堀
と
称
さ
れ
る
半
月
形
の

丸
馬
出
が
あ
り
ま
し
た
。

   

一
五
五
二
年
、
信
秀
が
亡
く
な
る
と
末

森
城
は
次
男
信
行
が
継
ぎ
ま
す
。

   
一
五
五
六
年
、
信
行
は
林
秀
貞
、
柴
田
勝

家
な
ど
と
と
も
に
信
長
と
敵
対
。
し
か
し
、

稲
生
の
戦
い
で
信
長
に
敗
れ
、
末
森
城
に
籠

城
。
信
長
は
末
森
城
下
を
焼
き
討
ち
。
城
内

に
い
た
母
土
田
御
前
の
願
い
で
信
行
は
許
さ

れ
、
末
森
城
は
陥
落
を
免
れ
ま
す
。

   

一
五
五
八
年
、
信
行
が
再
び
謀
反
を
企

て
た
も
の
の
、
柴
田
勝
家
が
信
長
に
内
通
。

清
洲
城
に
呼
び
出
さ
れ
た
信
行
は
謀
殺
さ

れ
ま
し
た
。

   

末
森
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

五
八
四
年
の
小
牧
長
久
手
の
戦
い
に
際
し
、

織
田
信
雄
が
拠
点
と
し
て
末
森
城
を
使
い

ま
す
。
信
雄
は
馬
出
や
総
構
え
の
構
造
を

造
り
ま
し
た
。

   

城
の
西
北
山
麓
に
あ
っ
た
信
秀
の
霊
廟

は
城
の
東
南
の
桃
巌
寺
に
移
さ
れ
、
信
行

と
と
も
に
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
名
古
屋
城
の
前
身
、
柳
ノ
丸
と
那
古
野
城

   

那
古
野
城
は
今
川
氏
親
が
尾
張
東
部
ま

で
勢
力
を
拡
大
し
た
時
期
に
名
古
屋
台
地

（
熱
田
台
地
北
部
）
の
西
北
端
に
築
い
た

柳
ノ
丸
を
起
源
と
し
ま
す
。
庶
流
の
那
古

野
氏
が
居
城
と
し
ま
し
た
。

   

一
五
三
二
年
、
織
田
信
秀
が
計
略
に
よ

り
今
川
氏
豊
を
追
放
し
て
柳
ノ
丸
を
奪
い
、

こ
の
時
に
信
秀
が
那
古
野
城
と
命
名
し
ま

し
た
。

   

そ
の
後
、
信
秀
は
那
古
野
城
を
幼
い
信

長
に
譲
り
、
自
身
は
同
じ
台
地
の
東
南
を

固
め
る
た
め
に
古
渡
城
を
築
い
て
移
り
ま

し
た
。

   

一
五
五
五
年
、
信
秀
の
後
を
継
い
で
い

た
信
長
は
一
族
の
織
田
信
友
を
滅
ぼ
し
て

清
洲
城
に
移
り
、
那
古
野
城
は
叔
父
信
光
、

重
臣
林
秀
貞
ら
が
護
り
ま
し
た
が
、
や
が

て
廃
城
と
な
り
ま
す
。

   

廃
城
後
の
城
址
周
辺
は
鷹
狩
に
使
わ
れ

る
よ
う
な
荒
野
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

五
十
四
年
後
の
一
六
〇
九
年
、
徳
川
家
康

が
旧
城
地
に
名
古
屋
城
築
城
を
命
じ
ま
し

た
。
那
古
野
城
の
旧
城
地
は
名
古
屋
城
二

之
丸
に
当
た
り
ま
す
。

★
桶
狭
間
の
戦
い
、
三
城
五
砦
史

   

信
長
の
名
前
は
桶
狭
間
の
戦
い
で
一
躍

全
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
来

月
は
桶
狭
間
の
戦
い
を
巡
る
三
城
五
砦
史

を
お
送
り
し
ま
す
。
乞
ご
期
待


